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1 El的

前年に引き続きワカメ養猶技術全般に亘って特に収量の増大を図ること iこ重点をおいて検討を行

なう。

E 調査内容

(1) 調査場所 東郡蟹田町塩越

@調査期間 昭和 40年6月-4 1年5月

E 調査方法と結 果

① 室内培養程百u:Jf中出適期と，海面芯著書と¢治較

6月2 9日深浦y17})成実業で採芭，安Lちでうf?養したものを 3月7日日. 9月 1 5日. 1 0月4

Bと5回に分けて沖同 t..し. 1 1月27 G銭安む之結果 F 発茅階級は 8月3.O. 9月O.5 • 1 0 

月3.5であった。

これは室内培養種首としては良い発芽ではなかった。

その原因は.室内培養中に単細胞ω勧 j、藻類が繁殖し，配偶体，芽胞体を襲って枯死したものも

あったこと'，.. 9月15日沖出しのものは時化のため?月 2日から 15日まで現地で洗桶に収容

していた関係も多分に影響しているものと考えられる。沖出し種苗の発芽状況は海面培養種苗の

比較的良い発芽のものと同程度であった。

②海面培器l層

1 m間隔に小枠7I1国を連結して，五月 21臼深浦主主の成実棄を用いて探苗，海面に垂下培養し

た結果，発芽階級5以上の発芽のよい深度は5m以深であった。

これは奥内地先オ幌 4m以深がよいのと略々同様の傾向であった。

③ 養殖量増大方法の検討

養殖量を増す方法として，親縄を 4層(深度O.1 • O. 6 • 1. 3. 2. 3 m ) Iこ張る方法と，網

(2mx4m)に直接採苗する方法を試みた。

日.1 m層の親縄の部分が切断，流失したので，充分な結果は得られなかったが， 4層揃っている

下風呂，牛滝産の穏苗を分散，養殖したものについてみると. 1担当りの平均以 t土はO.'1 J吾，

1. 8 8 K9. O. 6 m屑1.9 6 K9， 1. 3 I:思 2.4 7 Kg， 2. 3 m居 2.59 K9であった。

例年上層ほど成長もよく収量も多かったが，本年度i立をき強選震がや〉深い傾向に認められた。

収量の最大値を 3つ年度の奥内lこ比べると，蟹田がかなりす一回っている。又，ワカメ網の収量も

最大が4aKgで，ヨヲ年度央内心 58K9に及lまないのこれは均失の環境によるものか，或いは年

変動によるものか明らかでない。

④ 種苗の分散方法による差

海面培養種苗を蓋6と巻付の 2方法で分激し，その収量を比べると，器61.7 1 Kg/m .巻付

2.7 3 Kii'/mで巻付が多かった。

又，室内培養種苗についてみると，差込1.5 8K@/mに対し巻付 2.36 Kg/mで同じく巻付が良

好であった。
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⑤ 産地別種苗の収量比較

産地別の種苗を分散養殖してその収量を比較するに当って種苗の発芽数が同一でなければ比較

は困難であるが，こ hでは各産地別に巻付法により養纏(4層)した中で，成長・収量とも最も

よい層のものを選んで比較してみると，次のとおりであった。

県内産 階上 3.49 下風呂 3.47 牛滝 3.78 

三厩 3.08 深浦 2.12 

県外産 岩手 3.30 秋田 2.53 (単位 ι宅/m) 

深浦窪は芽付が悪いため収量も悪く，又秋田窪(室内培養種苗)は茅付が最良であったにもか』

わらず重量が少なかったのは沖出しが甚しく遅れ，成長語専悪かったためである。

N 今後の課題

ワカメの母藻が美る各地の種苗を養殖した結果，収量面で大差がないのは養嫡也先の環境に支配

されるように考えられる。

しかし，生長の面ーからみると，産地の異る種苗間で差が認められるようであるけれども，同一条件

の種百を揃えることが困難であるところから，なお継続して調査を行なわなければならない。ワカ

メは生売りする場合，早期収穫することが最も有利であることは云うまでもなく，このため生長率

や品質(消費者の好む)の面についても更に撫守する必要がある。
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